
(57)【要約】

【課題】本発明の目的はスイッチ素子の特性変動と劣化

を最小化するようにした液晶表示装置のデマルチプレク

サーとその駆動方法を提供する。 

【解決手段】本発明に係る液晶表示装置は、多数のデー

タラインと多数のゲートラインが交差する液晶表示パネ

ルと、データ電圧を発生するデータ駆動回路と、多数の

スイッチ素子を利用して前記データ電圧を前記データラ

インに供給するデマルチプレクサーと、前記スイッチ素

子をターン-オンさせるための第１極性電圧を持つ制御

信号を発生して前記制御信号に第２極性電圧を付加する

制御信号発生部とを具備する。 

【選択図】 図１０ 
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 数 の デ ー タ ラ イ ン と 多 数 の ゲ ー ト ラ イ ン が 交 差 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 デ ー タ 電 圧 を
発 生 す る デ ー タ 駆 動 回 路 と 、 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 を 利 用 し て 前 記 デ ー タ 電 圧 を 前 記 デ ー タ
ラ イ ン に 供 給 す る デ マ ル チ プ レ ク サ と 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 を タ ー ン -オ ン さ せ る た め の 第
１ 極 性 電 圧 を 有 す る 制 御 信 号 を 発 生 し て 前 記 制 御 信 号 に 第 ２ 極 性 電 圧 を 付 加 す る 制 御 信 号
発 生 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は 非 晶 質 シ リ コ ン ト ラ ン ジ ス タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は n-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 は 正 極 性 電 圧 で あ る 一 方 、 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 は 負 極 性 電 圧 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 は 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に よ る ポ ジ テ ィ ブ ス
ト レ ス 量 の k倍 (た だ し 、 kは ０ ＜ k≦ １ ０ )位 に 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は p-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 は 負 極 性 電 圧 で あ る 一 方 、 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 は 正 極 性 電 圧 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 に よ る ポ ジ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 は 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス
ト レ ス 量 の k倍 (た だ し 、 kは ０ ＜ k≦ １ ０ )位 に 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 の 電 圧 印 加 時 間 と 電 圧 レ ベ ル の 少 な く と も い ず れ か が 前 記 第 ２ 極 性 電
圧 と は 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 多 数 の デ ー タ ラ イ ン は 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 第 ２ デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 第 ３ デ ー タ ラ イ
ン を 具 備 し 、 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン と
の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 か ら の 電 圧 を 前 記 第 １
デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 第 １ ス イ ッ チ 素 子 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 第 ２ デ ー タ ラ イ ン
と の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 か ら の 電 圧 を 前 記 第
２ デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 第 ２ ス イ ッ チ 素 子 、 及 び 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 第 ３ デ ー タ
ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 か ら の 電 圧 を
前 記 第 ３ デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 第 ３ ス イ ッ チ 素 子 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 制 御 信 号 は 前 記 第 １ ス イ ッ チ 素 子 を 制 御 す る 第 １ 制 御 信 号 と 、 前 記 第 ２ ス イ ッ チ 素
子 を 制 御 す る 第 ２ 制 御 信 号 と 、 前 記 第 ３ ス イ ッ チ 素 子 を 制 御 す る 第 ３ 制 御 信 号 を 含 み 、 前
記 第 １ 乃 至 第 ３ 制 御 信 号 の 互 い の 位 相 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。  
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 制 御 信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 は 前 記 第 ２ 制 御 信 号 の 第 １ 極 性 電 圧 と 少 な く と も 一 部
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が 重 畳 さ れ て 、 前 記 第 ２ 制 御 信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 は 前 記 第 ３ 制 御 信 号 の 第 １ 極 性 電 圧 と 少
な く と も 一 部 が 重 畳 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 引 き 継 い で 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 が 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 １ ４ 】
　 デ ー タ 電 圧 を 発 生 す る デ ー タ 駆 動 回 路 と 液 晶 表 示 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ
れ た デ マ ル チ プ レ ク サ ー を 制 御 す る 制 御 信 号 を 発 生 す る 段 階 と 、 前 記 制 御 信 号 の 第 １ 極 性
電 圧 で 前 記 デ マ ル チ プ レ ク サ ー 内 の ス イ ッ チ 素 子 を タ ー ン -オ ン さ せ る 段 階 と 、 前 記 制 御
信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 で 前 記 ス イ ッ チ 素 子 の ス ト レ ス を 回 復 さ せ る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 の 電 圧 印 加 時 間 と 電 圧 レ ベ ル 少 な く と も い ず れ か が 前 記 第 ２ 極 性 電 圧
と は 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 制 御 信 号 を 発 生 す る 段 階 は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 第 １ デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 接 続
さ れ た 第 １ ス イ ッ チ 素 子 を 制 御 す る 第 １ 制 御 信 号 を 発 生 す る 段 階 と 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路
と 第 ２ デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ ス イ ッ チ 素 子 を 制 御 す る 第 ２ 制 御 信 号 を 発 生
す る 段 階 と 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 第 ３ デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ３ ス イ ッ チ 素
子 を 制 御 す る 第 ３ 制 御 信 号 を 発 生 す る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 制 御 信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 は 前 記 第 ２ 制 御 信 号 の 第 １ 極 性 電 圧 と 少 な く と も 一 部
が 重 畳 さ れ 、 前 記 第 ２ 制 御 信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 は 前 記 第 ３ 制 御 信 号 の 第 １ 極 性 電 圧 と 少 な
く と も 一 部 が 重 畳 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 引 き 継 い で 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 が 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は n-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 は 正 極 性 電 圧 で あ る 一 方 、 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 は 負 極 性 電 圧 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 は 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に よ る ポ ジ テ ィ ブ ス
ト レ ス 量 の k倍 (た だ し 、 kは ０ ＜ k≦ １ ０ )位 に 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は p-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 は 負 極 性 電 圧 で あ る 一 方 、 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 は 正 極 性 電 圧 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 に よ る ポ ジ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 は 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス
ト レ ス 量 の k倍 (た だ し 、 kは ０ ＜ k≦ １ ０ )位 に 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。  
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る こ と で 特 に 、 ス イ ッ チ 素 子 の 特 性 変 動 と 劣 化 を 最 小 化 す
る よ う に し た 液 晶 表 示 装 置 と そ の 駆 動 方 法 に 関 す る も の で あ る 。  
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 ビ デ オ 信 号 に 沿 っ て 液 晶 の 光 透 過 率 を 調 節 す る こ と に よ っ て ビ デ オ 信
号 に 対 応 す る 画 像 を 表 示 す る 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 に は 、 液 晶 セ ル が ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ッ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル と こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル を 駆 動 す る た め の 駆 動 回
路 が 含 ま れ る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル 上 に は 、 多 数 の デ ー タ ラ
イ ン と 多 数 の ゲ ー ト ラ イ ン が 交 差 し 、 そ の 交 差 部 に 画 素 駆 動 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (Thin Fi
lm Transistor : 以 下 、 ” TFT” と い う )が 形 成 さ れ る 。 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 に は 、 デ
ー タ を 液 晶 表 示 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る た め の デ ー タ 駆 動 回 路 と 、 ス キ ャ ン パ ル
ス を 液 晶 表 示 パ ネ ル に 供 給 す る た め の ゲ ー ト 駆 動 回 路 が 含 ま れ る 。 ま た 、 駆 動 回 路 に は 、
デ ー タ 駆 動 回 路 と デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 設 置 さ れ 、 デ ー タ 駆 動 回 路 の 一 出 力 を い く つ か の
デ ー タ ラ イ ン に 分 配 す る た め の デ マ ル チ プ レ ク サ ー が 含 ま れ る 。 こ の デ マ ル チ プ レ ク サ ー
に よ り デ ー タ 駆 動 回 路 の 出 力 数 が 少 な く な る こ と か ら 、 デ ー タ 駆 動 回 路 の 簡 素 化 が 可 能 で
あ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の デ ー タ 入 力 端 子 数 が 少 な く な る 。  
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。  
　 図 １ を 参 照 す る と 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 は m個 の デ ー タ ラ イ
ン (DL１ 乃 至 DLm)と n個 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)が 交 差 し て そ の 交 差 部 に 画 素 駆 動 用 T
FT１ ６ が 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ３ と 、 デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ と 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ３ の
デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm)と の 間 に 形 成 さ れ た デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ と 、 液 晶 表 示 パ
ネ ル １ ３ の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)に ス キ ャ ン パ ル ス を 順 次 的 に 供 給 す る た め の ゲ ー
ト 駆 動 回 路 １ ２ と を 具 備 す る 。  
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 画 素 駆 動 用 TFTは 、 ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)か ら の ス キ ャ ン 信 号 に 応 答 し て デ ー タ ラ
イ ン (DL１ 乃 至 DLm)か ら の デ ー タ を 液 晶 セ ル の 画 素 電 極 １ ５ に 供 給 す る 。 こ の た め に 、 画
素 駆 動 用 TFTの ゲ ー ト 電 極 は 該 当 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は
該 当 の デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm)に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 画 素 駆 動 用 TFTの ド レ イ ン 電 極
は 液 晶 セ ル の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る 。  
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ は 、 デ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ を ア ナ ロ グ ガ ン マ 補 償 電 圧 に 変 換 し て １
ラ イ ン 分 の デ ー タ を m/３ 個 の ソ ー ス ラ イ ン (SL１ 乃 至 SLm/３ )に 時 分 割 し て 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ は 、 デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ と デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm)と の 間
で m/３ 個 が 並 ん で 配 置 さ れ る 。 こ の デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ の そ れ ぞ れ は 一 つ の ソ ー ス ラ
イ ン か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧 を ３ 個 の デ ー タ ラ イ ン で 分 配 す る た め の 第 １ 乃 至 第 ３ TFT(
以 下 、 「 MUX　 TFT」 と い う )(MT１ , MT２ , MT３ )を 含 む 。 第 １ 乃 至 第 ３ MUX TFT(MT１ , MT
２ , MT３ )は 互 い に 異 な る 制 御 信 号 (φ １ , φ ２ , φ ３ )に 応 答 し て 一 つ の ソ ー ス ラ イ ン を
通 じ て 入 力 さ れ る デ ー タ を 時 分 割 し て ３ 個 の デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー と レ ベ ル ス ィ プ ト を 利 用 し て ス キ ャ ン パ ル ス
を 順 次 的 に ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)に 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ は 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー の 制 御 信 号 (φ １ , φ ２ , φ ３ )と ス キ ャ ン パ ル ス (SP)を 示
す 。  
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 ス キ ャ ン パ ル ス (SP)は 、 お お よ そ １ 水 平 期 間 (１ H)の 間 に ゲ ー ト ハ
イ 電 圧 (Vgh)で 発 生 し 、 そ れ 以 外 の 期 間 の 間 に ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl)を 維 持 す る 。 こ の ス キ
ャ ン パ ル ス (SP)の デ ュ ー テ ィ ー 比 は 、 １ フ レ ー ム 期 間 が 数 百 個 の 水 平 期 間 (H)を 含 ん だ 時

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-182034 A 2005.7.7



間 で あ る か ら 、 お お よ そ 数 百 分 の １ 程 度 で あ る 。  
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ の 制 御 信 号 (φ １ , φ ２ , φ ３ )の そ れ ぞ れ は 、 毎 水 平 期 間 ご と
に お お よ そ １ /３ 水 平 期 間 の 間 に ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vgh)で 発 生 す る 。 こ の デ マ ル チ プ レ ク サ
ー １ ４ の 制 御 信 号 (φ １ , φ ２ , φ ３ )の そ れ ぞ れ の デ ュ ー テ ィ ー 比 は 、 毎 水 平 期 間 ご と に
発 生 す る か ら お お よ そ １ /２ 程 度 で あ る 。 こ こ で 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ の 制 御 信 号 デ
ュ ー テ ィ ー 比 が １ /２ の 場 合 に は 、 一 つ の デ マ ル チ プ レ ク サ ー に 二 つ の MUX TFTだ け が 含 ま
れ る 。  
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ の MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )と 画 素 駆 動 用 TFTと は
、 同 時 に 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ３ の 硝 子 基 板 上 に 直 接 形 成 さ れ 、 ス イ ン グ 幅 が ゲ ー ト ハ イ 電 圧
(Vgh)と ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl)の 間 で 同 一 で あ る 。  
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ の MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )は 同 一 の 極 性 の ゲ ー
ト 電 圧 が 長 期 間 印 加 さ れ る 、 す な わ ち 、 ポ ジ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス (Positive g
ate-bias stress)や ネ ガ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス (Negative gate-bias stress)を
受 け る と 、 画 素 駆 動 用 TFT１ ６ に 比 べ て 動 作 特 性 の 変 動 や 劣 化 が よ り 生 じ や す い と い う 問
題 点 が あ る 。 こ れ は 、 図 ２ の よ う に 画 素 駆 動 用  TFT１ ６ に 比 べ て MUX TFT(MT１ , MT２ , MT
３ )は ゲ ー ト 電 圧 印 加 時 間 が も っ と 長 い か ら で あ る 。 特 に 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ ４ の  MU
X TFT(MT１ , MT２ , MT３ )が 非 晶 質 シ リ コ ン  TFTに 製 造 さ れ る と 非 晶 質 シ リ コ ン TFT(amorp
hous Silicon TFT)の 半 導 体 層 構 造 が 多 結 晶 シ リ コ ン TFT(Polysilicon TFT)の 半 導 体 層 構
造 に 比 べ て 欠 陷 が 多 い か ら 、 ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス や ネ ガ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト
レ ス に 対 し て 動 作 特 性 が 変 化 し や す く 、 劣 化 が よ り 生 じ や す く な る 。 こ の よ う な MUX TFT(
MT１ , MT２ , MT３ )の 動 作 特 性 変 化 は 図 ３ 及 び 図 ４ の 実 験 結 果 で も 分 か る 。  
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 チ ャ ン ネ ル 幅 /チ ャ ン ネ ル 長 さ (W/L)が １ ２ ０ μ m/６ μ mで あ る 試 料 用
水 素 化 さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン TFT(a-Si:H TFT)に ポ ジ チ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス (Posit
ive gate-bias stress)と ネ ガ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス (Negative gate-bias stre
ss)を 印 加 し た と き に 、 そ の 試 料 用 a-Si:H TFTの 特 性 変 化 を も た ら す と い う こ と を 示 す 実
験 結 果 で あ る 。  
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 、 横 軸 は 試 料 用 a-Si:H TFTの ゲ ー ト 電 圧 [V]で あ り 、 縦 軸 は 試 料
用 a-Si:H TFTの ソ ー ス 端 子 と ド レ イ ン 端 子 の 間 の 電 流 [A]を 示 す 。 ボ ッ ク ス 内 の イ ン デ ッ
ク ス は グ ラ フ 色 別 に ゲ ー ト 電 圧 印 加 時 間 [sec]を 示 す 。  
　 図 ３ は 、 試 料 用 a-Si:H TFTの ゲ ー ト 端 子 に +３ ０ Vの 電 圧 を 印 加 し た と き に 、 電 圧 印 加 時
間 に 係 る TFTの し き い 電 圧 と 伝 達 特 性 曲 線 の 移 動 を 示 し て い る 。 図 ３ で 理 解 で き る よ う に
、  a-Si:H TFTの ゲ ー ト 端 子 に 正 極 性 の 高 い 電 圧 を 印 加 す る 時 間 が 長 く な る ほ ど 、 TFTの 伝
達 特 性 曲 線 が 右 側 に 移 動 （ ３ １ ） し 、 そ の  a-Si:H TFTの し き い 電 圧 が 上 昇 す る 。  
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 、 試 料 用  a-Si:H TFTの ゲ ー ト 端 子 に -３ ０ Vの 電 圧 を 印 加 す る 時 、 電 圧 印 加 時 間
に 係 る TFTの し き い 電 圧 と 伝 達 特 性 曲 線 の 移 動 を 示 し て い る 。 図 ４ で 理 解 で き る よ う に 、  
a-Si:H TFTの ゲ ー ト 端 子 に 負 極 性 の 高 い 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 が 長 く な る ほ ど TFTの 伝 達
特 性 曲 線 が 左 側 に 移 動 ４ １ し て そ の  a-Si:H TFTの し き い 電 圧 が 低 く な る 。  
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ は 、 MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )の そ れ ぞ れ で 受 け る ゲ ー ト 電 圧 ス ト レ ス の 累 積 を
示 し て い る 。 図 ５ の よ う に 、 MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )は 制 御 信 号 (φ １ , φ ２ , φ ３ )
が 同 一 の 極 性 に 印 加 さ れ る 度 に ゲ ー ト 電 圧 ス ト レ ス が 累 積 す る こ と か ら 、 し き い 電 圧 が 徐
々 に 上 昇 ま た は 下 降 す る 。 こ の よ う に MUX TFTの し き い 電 圧 が 上 昇 し 下 降 す る よ う に な る
と 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー の 動 作 が 不 安 定 に な る か ら 、 液 晶 表 示 装 置 が 正 常 的 に 駆 動 し に く
く な る 。  
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は ス イ ッ チ 素 子 の 特 性 変 動 と 劣 化 を 最 小 化 す る よ う に し た 液
晶 表 示 装 置 の デ マ ル チ プ レ ク サ ー と そ の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。  
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 多 数 の デ ー タ ラ イ ン と 多 数 の
ゲ ー ト ラ イ ン が 交 差 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 デ ー タ 電 圧 を 発 生 す る デ ー タ 駆 動 回 路 と 、 多
数 の ス イ ッ チ 素 子 を 利 用 し て 前 記 デ ー タ 電 圧 を 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る デ マ ル チ プ レ
ク サ ー と 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 を タ ー ン -オ ン さ せ る た め の 第 １ 極 性 電 圧 を 有 す る 制 御 信 号
を 発 生 し て 前 記 制 御 信 号 に 第 ２ 極 性 電 圧 を 付 加 す る 制 御 信 号 発 生 部 と を 具 備 す る 。  
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は 非 晶 質 シ リ コ ン ト ラ ン ジ ス タ を 具 備 す る 。  
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は n-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ を 具 備 す る 。  
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 は 正 極 性 電 圧 で あ る 一 方 、 、 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 は 負 極 性 電 圧 で あ る 。
　 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 は 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に よ る ポ ジ テ ィ ブ ス
ト レ ス 量 の k倍 (た だ 、 kは ０ <k≦ １ ０ )位 に 大 き い 。  
　 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は p-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ を 具 備 す る 。  
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 は 負 極 性 電 圧 で あ る 反 面 、 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 は 正 極 性 電 圧 で あ る 。  
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 は 電 圧 印 加 時 間 と 電 圧 レ ベ ル の 中 か ら 少 な く と も い ず れ か 一 つ が 前 記
第 ２ 極 性 電 圧 と 異 な る 。  
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 多 数 の デ ー タ ラ イ ン は 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 第 ２ デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 第 ３ デ ー タ ラ イ
ン を 具 備 し 、 前 記 多 数 の ス イ ッ チ 素 子 は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 第 １ デ ー タ ラ イ ン の
間 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 か ら の 電 圧 を 前 記 第 １ デ
ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 第 １ ス イ ッ チ 素 子 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 第 ２ デ ー タ ラ イ ン の
間 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 か ら の 電 圧 を 前 記 第 ２ デ
ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 第 ２ ス イ ッ チ 素 子 、 及 び 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 第 ３ デ ー タ ラ イ
ン の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 か ら の 電 圧 を 前 記 第
３ デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 第 ３ ス イ ッ チ 素 子 を 具 備 す る 。  
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 制 御 信 号 は 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ 素 子 を 制 御 す る 第 １ 制 御 信 号 と 、 前 記 第 ２ ス イ ッ チ
素 子 を 制 御 す る 第 ２ 制 御 信 号 と 、 前 記 第 ３ ス イ ッ チ 素 子 を 制 御 す る 第 ３ 制 御 信 号 を 含 み 、
前 記 第 １ 乃 至 第 ３ 制 御 信 号 の 互 い の 位 相 が 異 な る 。  
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 第 １ 制 御 信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 は 前 記 第 ２ 制 御 信 号 の 第 １ 極 性 電 圧 と 少 な く と も 一 部
が 重 畳 さ れ て 、 前 記 第 ２ 制 御 信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 は 前 記 第 ３ 制 御 信 号 の 第 １ 極 性 電 圧 と 少
な く と も 一 部 が 重 畳 さ れ る 。  
　 前 記 第 １ 極 性 電 圧 に 引 き 継 い で 前 記 第 ２ 極 性 電 圧 が 発 生 す る 。  
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 デ ー タ 電 圧 を 発 生 す る デ ー タ 駆 動 回 路 と 液 晶
表 示 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ た デ マ ル チ プ レ ク サ ー を 制 御 す る 制 御 信 号 を
発 生 す る 段 階 と 、 前 記 制 御 信 号 の 第 １ 極 性 電 圧 で 前 記 デ マ ル チ プ レ ク サ ー 内 の ス イ ッ チ 素
子 を タ ー ン -オ ン さ せ る 段 階 と 、 前 記 制 御 信 号 の 第 ２ 極 性 電 圧 で 前 記 ス イ ッ チ 素 子 の ス ト
レ ス を 回 復 さ せ る 段 階 と を 含 む 。  
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と そ の 駆 動 方 法 は MUX TFTを 制 御 す る た め の 制 御 信 号 に 逆 極
性 の パ ル ス を 付 加 す る こ と に よ っ て 同 一 な 極 性 の ゲ ー ト 電 圧 が 長 時 間 ま た は 反 復 的 に MUX 
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TFTの ゲ ー ト 端 子 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス に 起 因 し て 発 生 す る MUX TFTの 特
性 変 動 と 劣 化 を 最 小 化 す る こ と が で き る 。  
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 目 的 外 に 本 発 明 の 他 の 目 的 及 び 特 徴 は 添 付 図 面 を 参 照 し た 実 施 例 に 対 す る 説 明 を 通
じ て 明 白 に 現 わ れ る 。  
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 を 添 付 し た 図 ６ 乃 至 図 １ ３ を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る 事
に す る 。  
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。  
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は m個 の デ ー タ ラ イ ン (DL１
乃 至 DLm)と n個 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)が 交 差 し て そ の 交 差 部 に 画 素 駆 動 用  TFT６ ６
が 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル ６ ３ と 、 デ ー タ 駆 動 回 路 ６ １ と 液 晶 表 示 パ ネ ル ６ ３ の デ ー タ
ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm)の と 間 に 形 成 さ れ n-タ イ プ 非 晶 質 シ リ コ ン TFTに そ れ ぞ れ 具 現 さ れ る
MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )を 含 む デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ と 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (C
φ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )を 発 生 す る 制 御 信 号 発 生 部 ６ ７ と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ６ ３ の ゲ ー ト ラ
イ ン (GL１ 乃 至 GLn)に ス キ ャ ン パ ル ス を 順 次 的 に 供 給 す る た め の ゲ ー ト 駆 動 回 路 ６ ２ と を
具 備 す る 。  
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 デ ー タ 駆 動 回 路 ６ １ は 、 デ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ を ア ナ ロ グ ガ ン マ 補 償 電 圧 に 変 換 し て １
ラ イ ン 分 の デ ー タ を m/３ 個 の ソ ー ス ラ イ ン (SL１ 乃 至 SLm/３ )に 時 分 割 し て 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ は 、 デ ー タ 駆 動 回 路 ６ １ と デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm)と の 間
で  m/３ 個 が 並 ん で 配 置 さ れ る 。 こ の デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ の そ れ ぞ れ は 一 つ の ソ ー ス
ラ イ ン か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧 を ３ 個 の デ ー タ ラ イ ン で 分 配 す る た め の 第 １ 乃 至 第 ３ MU
X TFT(MT１ , MT２ , MT３ )を 含 む 。 第 １ 乃 至 第 ３ MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )は 互 い に 異 な
る ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 正 極 性 電 圧 に 応 答 し て 一 つ の ソ ー ス ラ
イ ン を 通 じ て 入 力 さ れ る デ ー タ を 時 分 割 し て ３ 個 の デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 。 そ し て 、 第
１ 乃 至 第 ３ MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )は ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の
負 極 性 電 圧 で 正 極 性 の ゲ ー ト 電 圧 累 積 に よ る ス ト レ ス を 相 殺 し て し き い 電 圧 と 動 作 特 性 を
一 定 に 維 持 す る 。  
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ 内 の MUX TFTと デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ の 出 力 チ ャ ン ネ ル 数 は
３ に 例 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る の で は な く 、 MUX TFTと 出 力 チ ャ ン ネ ル 数 を 選 択 的 に
調 整 す る こ と が で き る 。 デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ 内 の MUX TFTと デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４
の 出 力 チ ャ ン ネ ル 数 が 「 i」  個 (た だ し 、 iは 自 然 数 )で あ れ ば ソ ー ス ラ イ ン は  m/i 個 に 減
る 。  
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 制 御 信 号 発 生 部 ６ ７ は 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ 内 の MUX TFTを 制 御 す る た め の ス ト レ
ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )を 発 生 す る 。 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２
, Cφ ３ )は 、 図 ７ の よ う に MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )を タ ー ン -オ ン さ せ る た め の 正 極 性
の ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vgh)で 発 生 し た 後 、 正 極 性 ス ト レ ス を 償 う た め の 負 極 性 電 圧 (Vneg)で
発 生 す る 。 負 極 性 電 圧 (Vneg)は ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl) よ り 低 い 電 圧 で あ る 。  
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ６ ２ は シ フ ト レ ジ ス タ ー と レ ベ ル ス ィ プ ト を 利 用 し て 図 ７ の よ う に ゲ ー
ト ハ イ 電 圧 (Vgh)と ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl)の 間 で ス イ ン グ さ れ る ス キ ャ ン パ ル ス (SP)を 順 次
的 に ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)に 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 図 ７ は 、 一 番 目 ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ )に 供 給 さ れ る ス キ ャ ン パ ル ス (SP１ )と 第 １ 乃 至 第 ３
MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )の ゲ ー ト 端 子 に 供 給 さ れ る ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ
２ , Cφ ３ )を 示 す 。  
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 ス キ ャ ン パ ル ス (SP)は お お よ そ １ 水 平 期 間 (１ H)の 間 に ゲ ー ト ハ イ
電 圧 (Vgh)で 発 生 し て 、 そ れ 以 外 の 期 間 の 間 は ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl)を 維 持 す る 。  
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の そ れ ぞ れ は 正 極 性 の ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vg
h)に 発 生 さ れ る 正 極 性 パ ル ス (PP)と 、 そ れ に 引 き 継 い で 負 極 性 電 圧 (Vneg)に 発 生 さ れ る 負
極 性 パ ル ス (NP)を 含 む 。  
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)は 第 １ 乃 至 第 ３ MUX T
FT(MT１ , MT２ , MT３ )を タ ー ン -オ ン さ せ て 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ
３ )の 負 極 性 パ ル ス (NP)は 第 １ 乃 至 第 ３ MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )の ポ ジ テ ィ ブ ゲ ー ト -
バ イ ア ス ス ト レ ス を 償 う 。  
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う な デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ の 動 作 を 図 ７ を 結 付 し て 説 明 す る 事 に す る 。  
　 第 １ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)は ス キ ャ ン パ ル ス (SP)の お お よ
そ １ /３ 幅 で 、 そ の ス キ ャ ン パ ル ス (SP)と 同 時 に 発 生 し て 第 １ MUX TFT(MT1)を タ ー ン -オ ン
さ せ る 。 そ れ で は 第 １ ソ ー ス ラ イ ン (SL１ )の デ ー タ 電 圧 は 第 １ デ ー タ ラ イ ン (DL１ )に 供 給
さ れ る 。  
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ )の 負 極 性 パ ル ス (NP)は 第 １ MUX TFT(MT１ )が 正 極 性 の
ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vgh)に 応 答 し て タ ー ン -オ ン さ れ た 後 、 そ の 第 １ MUX TFT(MT１ )の ゲ ー ト
端 子 に 負 極 性 電 圧 (Vneg)を 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ ２ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)は 、 ス キ ャ ン パ ル ス (SP)の お お
よ そ １ /３ 幅 で 第 １ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)の 直 後 に 発 生 し て 第
２ MUX TFT(MT２ )を タ ー ン -オ ン さ せ る 。 そ の 後 、 第 １ ソ ー ス ラ イ ン (SL１ )の デ ー タ 電 圧 は
第 ２ デ ー タ ラ イ ン (DL２ )に 供 給 さ れ る 。  
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ ２ )の 負 極 性 パ ル ス (NP)は 、 第 ２ MUX TFT(MT２ )が 正 極 性
の ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vgh)に 応 答 し て タ ー ン -オ ン し た 後 、 そ の 第 ２ MUX TFT(MT２ )の ゲ ー ト
端 子 に 負 極 性 電 圧 (Vneg)を 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ３ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)は 、 ス キ ャ ン パ ル ス (SP)の お お
よ そ １ /３ 幅 で 第 ２ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ ２ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)の 直 後 に 発 生 し て 第
３ MUX TFT(MT３ )を タ ー ン -オ ン さ せ る 。 そ の 後 、 第 １ ソ ー ス ラ イ ン (SL１ )の デ ー タ 電 圧 は
第 ３ デ ー タ ラ イ ン (DL３ )に 供 給 さ れ る 。  
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ３ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ ３ )の 負 極 性 パ ル ス (NP)は 、 第 ３ MUX TFT(MT３ )が 正 極 性
の ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vgh)に 応 答 し て タ ー ン -オ ン し た 後 、 そ の 第 ３ MUX TFT(MT３ )の ゲ ー ト
端 子 に 負 極 性 電 圧 (Vneg)を 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 １ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ )の 負 極 性 パ ル ス (NP)と 第 ２ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (C
φ ２ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)は 一 部 期 間 が 重 畳 さ れ て 、 第 ２ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ ２ )の
負 極 性 パ ル ス (NP)と 第 ３ ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)は 一 部 期 間 が
重 畳 さ れ る 。  
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )に よ り デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ の M
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UX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )に 加 え ら れ る ポ ジ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 と ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 を
面 積 で 示 し た も の で あ る 。  
　 図 ８ を 参 照 す る と 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)
は デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ の MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )に ポ ジ チ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト
レ ス を 加 え 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 負 極 性 パ ル ス (NP)は デ マ ル
チ プ レ ク サ ー ６ ４ の MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )に ネ ガ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス を
加 え る 。  
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の デ マ ル チ プ レ ク サ ー と そ の 駆 動 方 法 に よ る と 、 ス ト レ ス 補
償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 負 極 性 パ ル ス (PP)に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 (S(ne
gative))は 「 k× ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)に よ る
ポ ジ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 (S(positive))」 の よ う で あ る 。 ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 (S(negative
))と ポ ジ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 (S(positive))の そ れ ぞ れ は 電 圧 × 時 間 の 面 積 の よ う で あ る 。 k
は 陽 の 値 を 持 つ 比 例 係 数 で あ る 。  
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 方 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 負 極 性 パ ル ス (PP)は 球 形 波 パ ル
ス だ け で は な く ラ ン プ 波 や そ れ と 異 な る い ず れ か の 形 態 で 発 生 さ せ る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー ６ ４ の MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )の ソ ー ス 電 圧 に 対 応 す る デ ー タ
電 圧 が ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl)と 近 接 す る と 、 比 例 係 数 kは １ よ り 大 き く な け れ ば な ら な い 。
と こ ろ で 一 般 的 に 大 部 分 の デ ー タ 電 圧 は ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl)よ り 高 い か ら 比 例 係 数 kは ０
＜ k≦ １ ０ の 条 件 を 満 足 す る 値 を 有 す る 。  
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ に 比 べ て 、 図 ２ の よ う な 従 来 の 制 御 信 号 (φ １ , φ ２ , φ ３ )は MUX TFT(MT１ , MT２
, MT３ )に ポ ジ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス の み を 加 え る だ け で あ り 、 こ れ を 相 殺 す る
こ と が で き る ネ ガ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス を 加 え る こ と が で き な い 。 す な わ ち 、
従 来 の 制 御 信 号 (φ １ , φ ２ , φ ３ )に MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )の ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス
量 (S(negative))は 「 ０ 」 で あ る 。  
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , Cφ ３ )の 負 極 性 パ ル ス (PP)は ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ
ス 量 (S(negative))が 「 ０ ＜ k≦ １ ０ に お け る k× ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , Cφ ２ , C
φ ３ )の 正 極 性 パ ル ス (PP)に よ る ポ ジ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 (S(positive))」 と い う 条 件 で 電 圧
(Δ Ｖ )や 時 間 (Δ t)を 変 更 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ９ aの よ う に 負 極 性 電 圧 (Vneg)が
も っ と 低 い 電 圧 (Vneg1)に 変 更 す る 一 方 で 負 極 性 電 圧 (Vneg)の 印 加 時 間 (Δ t)を も っ と 短 い
時 間 (Δ t１ )と す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ９ bの よ う に 負 極 性 電 圧 (Vneg)が も っ と 高 い 電
圧 (Vneg2)に 変 更 す る 一 方 で 負 極 性 電 圧 (Vneg)の 印 加 時 間 (Δ t)を も っ と 長 い 時 間 (Δ t２ )
と す る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ は MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )の そ れ ぞ れ で 受 け る ゲ ー ト 電 圧 ス ト レ ス の 累 積 示
し て い る 。 図 １ ０ の よ う に MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )は ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Cφ １ , C
φ ２ , Cφ ３ )の 極 性 が 周 期 的 に 反 転 す る の で 、 ゲ ー ト 電 圧 ス ト レ ス が 累 積 し な い 。 し た が
っ て 、 MUX TFT(MT１ , MT２ , MT３ )の し き い 電 圧 と 動 的 特 性 が ほ と ん ど 変 化 し な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。  
　 図 １ １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は m個 の デ ー タ ラ イ ン (DL
１ 乃 至 DLm)と n個 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)が 交 差 し て そ の 交 差 部 に 画 素 駆 動 用 TFT１
１ ６ が 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １ ３ と 、 デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ １ と 液 晶 表 示 パ ネ ル １ １
３ の デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm) と の 間 に 形 成 さ れ た p-タ イ プ 多 結 晶 シ リ コ ン TFTに そ れ
ぞ れ 具 現 さ れ る MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )を 含 む デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ １ ４ と 、 ス ト レ
ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )を 発 生 す る 制 御 信 号 発 生 部 １ １ ７ と 、 液 晶 表 示 パ
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ネ ル １ １ ３ の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)に ス キ ャ ン パ ル ス を 順 次 的 に 供 給 す る た め の ゲ
ー ト 駆 動 回 路 １ １ ２ と を 具 備 す る 。  
【 ０ ０ ５ １ 】
　 デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ １ は 、 デ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ を ア ナ ロ グ ガ ン マ 補 償 電 圧 に 変 換 し て
１ ラ イ ン 分 の デ ー タ を m/３ 個 の ソ ー ス ラ イ ン (SL１ 乃 至 SLm/３ )に 時 分 割 し て 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ １ ４ は 、 デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ １ と デ ー タ ラ イ ン (DL１ 乃 至 DLm)の
間 で m/３ 個 が 並 ん で 配 置 さ れ る 。 こ の デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ １ ４ の そ れ ぞ れ は 、 一 つ の ソ
ー ス ラ イ ン か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧 を ３ 個 の デ ー タ ラ イ ン で 分 配 す る た め の 第 １ 乃 至 第
３ MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )を 含 む 。 第 １ 乃 至 第 ３ MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )は 、 互 い
に 異 な る ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 負 極 性 電 圧 に 応 答 し て 一 つ の ソ
ー ス ラ イ ン を 通 じ て 入 力 さ れ る デ ー タ を 時 分 割 し て ３ 個 の デ ー タ ラ イ ン に 供 給 す る 。 そ し
て 第 １ 乃 至 第 ３ MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )は 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , D
φ ３ )の 正 極 性 電 圧 で 負 極 性 の ゲ ー ト 電 圧 累 積 に よ る ス ト レ ス を 相 殺 し 、 し き い 電 圧 と 動
作 特 性 を 一 定 に 維 持 す る 。  
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 制 御 信 号 発 生 部 １ １ ７ は 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ １ ４ 内 の MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )
を 制 御 す る た め の ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )を 発 生 す る 。 ス ト レ ス 補
償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )は 図 １ ２ の よ う に  MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )を タ ー
ン -オ ン さ せ る た め の 負 極 性 の 電 圧 (-V)で 発 生 し た 後 、 負 極 性 ス ト レ ス を 償 う た め に 正 極
性 電 圧 (+V)で 発 生 す る 。  
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ １ ２ は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー と レ ベ ル ス ィ プ ト (level-swept)を 利 用 し
て 図 １ ２ の よ う に ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vgh)と ゲ ー ト ロ ー 電 圧 (Vgl)と の 間 で ス イ ン グ さ れ る ス
キ ャ ン パ ル ス (SP)を 順 次 的 に ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ 乃 至 GLn)に 供 給 す る 。  
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ２ は 、 一 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン (GL１ )に 供 給 さ れ る ス キ ャ ン パ ル ス (SP１ )と 第 １ 乃 至
第 ３ MUX TFT(PT１ 乃 至 PT３ )の ゲ ー ト 端 子 に 供 給 さ れ る ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ
２ , Dφ ３ )を 示 す 。  
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )と 同 じ く 画 素 駆 動 用 TFTが p-タ イ プ ト
ラ ン ジ ス タ に 具 現 さ れ る と ス キ ャ ン パ ル ス (SP)は お お よ そ １ 水 平 期 間 (H)の 間 に 負 極 性 の
ゲ ー ト ハ イ 電 圧 で 発 生 し て 、 そ れ 以 外 の 期 間 の 間 は ゲ ー ト ロ ー 電 圧 を 維 持 す る 。  
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の そ れ ぞ れ は 、 負 極 性 電 圧 (-V)で 発 生 す
る 負 極 性 パ ル ス と 、 そ れ に 引 き 継 い で 正 極 性 電 圧 (+V)で 発 生 す る 正 極 性 パ ル ス と を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 負 極 性 パ ル ス は 第 １ 乃 至 第 ３ MUX TFT(P
T１ 乃 至 PT３ )を タ ー ン -オ ン さ せ 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 正 極 性
パ ル ス は 第 １ 乃 至 第 ３ MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )の ポ ジ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス
を 償 う 。  
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ３ は ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )に よ り デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ １
４ の MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )に 加 え ら れ る ポ ジ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 と ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ
ス 量 を 面 積 で 示 し た も の で あ る 。  
　 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 負 極 性 パ ル ス は
デ マ ル チ プ レ ク サ ー １ １ ４ の MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )に ネ ガ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス
ト レ ス を 加 え て ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス は デ マ ル チ
プ レ ク サ ー １ １ ４ の MUX TFT(PT１ , PT２ , PT３ )に ポ ジ テ ィ ブ ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス を
加 え る 。  
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う な ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス に よ る ポ ジ テ
ィ ブ ス ト レ ス 量 (S(positive))は 「 k× 負 極 性 パ ル ス に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 (S(negat
ive))」 と 同 じ で あ る 。 kは 量 の 値 を 持 つ 比 例 係 数 と し て  ０ ＜ k≦ １ ０ の 条 件 を 満 足 す る 値
を 持 つ 。 ま た 、 こ の 条 件 内 で ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 正 極 性 パ ル
ス は 電 圧 (Δ V)や 時 間 (Δ t)が 変 わ る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス ト レ ス 補 償 制 御 信 号 (Dφ １ , Dφ ２ , Dφ ３ )の 正 極 性 パ ル ス は 球 形 波 だ け で は な く ラ
ン プ 波 や そ れ と 異 な る い ず れ か の 形 態 の 信 号 に 発 生 さ れ る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 方 、 本 発 明 に 係 る デ マ ル チ フ レ ク サ ー (６ ４ , １ １ ４ )の ス イ ッ チ 素 子 、 す な わ ち MUX 
TFT(MT１ , MT２ , MT３ , PT１ , PT２ , PT３ )は 非 晶 質 シ リ コ ン ト ラ ン ジ ス タ に 具 現 さ れ る
こ と も で き る し 、 結 晶 質 シ リ コ ン で も 具 現 さ れ る こ と も で き る 。  
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 述 し た と こ ろ の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と そ の 駆 動 方 法 は 、 デ ー タ 駆 動 回
路 と デ ー タ ラ イ ン と の 間 に デ マ ル チ プ レ ク サ ー を 設 置 し て 信 号 配 線 数 と 回 路 構 成 を 簡 素 化
す る こ と が で き る こ と は 勿 論 で 、 MUX TFTを 制 御 す る た め の 制 御 信 号 に 逆 極 性 の パ ル ス を
付 加 す る こ と に よ っ て 、 同 一 な 極 性 の ゲ ー ト 電 圧 が 長 時 間 ま た は 反 復 的 に MUX TFTの ゲ ー
ト 端 子 に 印 加 さ れ る ゲ ー ト -バ イ ア ス ス ト レ ス に 起 因 し て 発 生 す る MUX TFTの 特 性 変 動 と 劣
化 を 最 小 化 す る こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 説 明 し た 内 容 を 通 じ て 当 業 者 で あ れ ば 本 発 明 の 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 多 様 な
変 更 及 び 修 正 が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 明 細 書 の 詳 細 な 説 明 に 記 載 し
た 内 容 に 限 定 さ れ る の で は な く 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 決 め ら れ な け れ ば な ら な い 。  
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 を 概 略 的 に 図 示 す る 図 面 。
【 図 ２ 】 図 １ に 図 示 さ れ た デ マ ル チ プ レ ク サ ー に 供 給 さ れ る 信 号 の 波 形 図 。
【 図 ３ 】 試 料 用 a-Si:H薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 端 子 に 正 極 性 電 圧 を 印 加 す る 時 、 電 圧 印
加 時 間 に 係 る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の し き い 電 圧 と 伝 達 特 性 曲 線 の 移 動 を 示 す 図 面 。
【 図 ４ 】 試 料 用 a-Si:H薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 端 子 に 負 極 性 電 圧 を 印 加 す る 時 、 電 圧 印
加 時 間 に 係 る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の し き い 電 圧 と 伝 達 特 性 曲 線 の 移 動 を 示 す 図 面 。
【 図 ５ 】 同 一 な ゲ ー ト 電 圧 が 反 復 的 に 印 加 さ れ る 時 、 デ マ ル チ プ レ ク サ ー 内 の ト ラ ン ジ ス
タ に 加 え ら れ る 累 積 ス ト レ ス 量 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 図 示 さ れ た デ マ ル チ プ レ ク サ ー の 制 御 信 号 と ス キ ャ ン パ ル ス を 示 す 波 形 図
。
【 図 ８ 】 図 ７ に 図 示 さ れ た 制 御 信 号 の 正 極 性 電 圧 に よ る ポ ジ チ ブ ス ト レ ス 量 と そ の 制 御 信
号 の 負 極 性 電 圧 に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 を 面 積 で 示 し た 図 面 。
【 図 ９ ａ 】 図 ７ に 図 示 さ れ た 制 御 信 号 で 負 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 や 電 圧 レ ベ ル が 変 わ
る 他 の 実 施 例 の 制 御 信 号 を 示 す 波 形 図 。
【 図 ９ ｂ 】 図 ７ に 図 示 さ れ た 制 御 信 号 で 負 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 や 電 圧 レ ベ ル が 変 わ
る 他 の 実 施 例 の 制 御 信 号 を 示 す 波 形 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ 乃 至 図 ９ bの 制 御 信 号 の 負 極 性 電 圧 に よ り デ マ ル チ フ レ ク サ ー の ト ラ ン ジ
ス タ に ス ト レ ス が 持 続 的 に 累 積 し な い こ と を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 図 示 さ れ た デ マ ル チ プ レ ク サ ー の 制 御 信 号 と ス キ ャ ン パ ル ス を 示 す 波
形 図 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 図 示 さ れ た 制 御 信 号 の 負 極 性 電 圧 に よ る ネ ガ テ ィ ブ ス ト レ ス 量 と そ の
制 御 信 号 の 正 極 性 電 圧 に よ る ポ ジ チ ブ ス ト レ ス 量 を 面 積 で 示 し た 図 面 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
１ １ 、 ６ １ 、 １ １ １ 　 デ ー タ 駆 動 回 路
１ ２ 、 ６ ２ 、 １ １ ２ 　 ゲ ー ト 駆 動 回 路  
１ ３ 、 ６ ３ 、 １ １ ３ 　 液 晶 表 示 パ ネ ル
１ ４ 、 ６ ４ 、 １ １ ４ 　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー  
１ ５ 、 ６ ５ 、 １ １ ５ 　 液 晶 セ ル の 画 素 電 極
６ ７ 、 １ １ ７ 　 制 御 信 号 発 生 部  
１ ６ 、 ６ ６ 、 １ １ ６ 　 画 素 駆 動 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ  
MT１ 、 MT２ 、 MT３ 　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー の  n-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ  
PT１ 、 PT２ 、 PT３ 　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー の  p-タ イ プ ト ラ ン ジ ス タ  
φ １ 、 φ ２ 、 φ ３ 　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー の 制 御 信 号  
Cφ １ 、 Cφ ２ 、 Cφ ３ 、 Dφ １ 、 Dφ ２ 、 Dφ ３ 　 デ マ ル チ プ レ ク サ ー の ス ト レ ス 補 償 制 御 信
号  
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